平成30年2月26日

報道関係者各位

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「おもてなしの心を世界へ」国民運動協議会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（公益社団法人マナーキッズプロジェクト他）

　　　　　　　　日本の伝統文化を体験し、クラシックコンサートを聞こう！開催の件
　　　　　　　　　　　（「おもてなしの心を世界へ」国民運動協議会イベント）

2020東京オリンピック・パラリンピックに向けて、日本人が本来持っている「おもてなし」「もったいない」「思いやり」「分かち合い」の日本の心を再生すべく、公益社団法人マナーキッズプロジェクト（レガシー共創協議会のプロジェクト『「おもてなしの心を世界へ」ヘルス＆マナーコミュニティ活動』をリーダーとして推進）及びこころの東京革命協会の2団体連携の「おもてなしの心を世界へ」国民運動協議会（ゆるやかなネットワーク）を平成２８年２月に設立しました。
第一回イベントは、平成28年12月10日（土）、東京都墨田区総合体育館において、マナーキッズスポーツフェスティバル（マナーキッズ剣道教室、サッカー教室、ショートテニス教室）＆シンポジウム（コーディネーター山本浩法政大学教授、パネリスト川淵三郎公益財団法人日本サッカー協会最高顧問、間野義之レガシー共創協議会会長、早稲田大学スポーツ科学学術院教授、田中日出男公益社団法人マナーキッズプロジェクト理事長）を開催しました。
第二回イベントは、日本の伝統文化を体験し、クラシックコンサートを聞こう！を下記の通り開催します。
墨田区は、東京2020オリンピック・パラリンピックに向けた地域活性化プロジェクトとして、23区初となるふるさとチョイスのガバメントクラウドファンデングを活用した「すみだの夢応援助成事業」（文化芸術活動による地域力の向上を目的に、区内で実施する「新規性のある意欲的なプロジェクト」や「社会的に意義の高いコミュニティビジネス」に対し、その経費を助成する）を開始しました。第1回目となる今年は7つのプロジェクトがチャレンジしております。
　公益社団法人マナーキッズプロジェクトは、墨田区と共催で、「未来を担う子供達が、日本の伝
統文化を体感・理解して、日本一のおもてなしができる『マナーキッズ大使』を目指すプロジェクト」を展開しております。
ご取材賜れば幸甚です。
また、今回、マナーキッズプロジェクトが主催する日本の伝統文化の体験に加え、希望する参加者には、墨田区の“すみだトリフォニーホール”を中心に活動している公益財団法人新日本フィルハーモニー交響楽団が主催する「ファミリーコンサート2018」(2018年4月1日)を、特別価格にて鑑賞していただいております。
記

１　事業名称：日本の伝統文化を体験し、クラシックコンサートを聞こう！
２　開催期日・開催場所： 
マナーキッズプロジェクト　日本の伝統文化体験　
平成３０年４月１日（日）　14:15～15:15
すみだ産業会館ホール
コンサートの詳細に関しては公演チラシをご参照ください。
３　開催内容：別紙参照
　　

問合わせ先
公益社団法人マナーキッズⓇプロジェクト　理事長　田中日出男
電話：03-3339-6535　FAX：03-6426-1580　Email: office365@mannerkids.or.jp
URL: http://www.mannerkids.or.jp/



























補足説明
１　公益社団法人マナーキッズプロジェクトの「未来を担う子供達が、日本の伝統文化を体感。理解して、世界一のおもてなしができる『マナーキッズ大使』を目指すプロジェクトについて
美しい礼儀作法や基本的マナーが失われ始めている現状
2020年に世界中から訪れるお客様を笑顔いっぱいの子供達でお出迎えしたい！美しい礼儀作法でおもてなしをしたい！しかし、現代の青少年の中には、基本的なマナーやルールに欠ける面や、体力や運動能力も徐々に低下しつつある状況が見られます。
当公益社団法人は、このような状況の是正に向けて、全国の幼稚園児・小学校児童に対し、スポーツ・文化及び社会活動を通し、日本の伝統的な礼法を体験させることにより、挨拶、礼儀作法の基本的マナーの習得、体力・運動能力及び知的能力の向上をはかり、「体」、「徳」、「知」のバランスのとれた世界に通用する背骨ある人材育成に寄与することを目的にして活動しています。
問題解決に向けてのアプローチマナーキッズプロジェクト
国内47都道府県及び台湾において28万人を超える園児・児童が参加
マナーキッズプロジェクトには、国内47都道府県及び台湾において28万人を超える園児、児童が参加しています。
時あたかも、東京オリンピック・パラリンピックに向けて、レガシー（遺産）をいかに次世代に
[bookmark: _GoBack]継承するかが検討されている中で、当公益社団法人は、墨田区と協働して、レガシー共創協議会が推進するプロジェクト「ヘルス＆マナーコミュニティ墨田（おもてなしの心を世界へ）」を推進しています。
ヘルス＆マナーコミュニティ活動は、中学校区を単位としたモデル区域に、幼稚園、保育園、小学校、中学校等におけるマナーキッズ教室、マナーキッズ体幹遊び、「マナーキッズ調べ」を実施し、また、「あいさつ運動」「クリーン作戦」「交通マナー向上」「資源回収作戦」「体力増強運動」等の施策を展開し、マナー向上、健康増進、コミュニティ活性の好環境を生むというものです。本プロジェクトは、「ヘルス＆マナーコミュニティ墨田」の一環として開催し、成功例を全国に発信していきます。
GCFを実施することで実現したいこと
未来を担う子供達が日本の伝統文化を体感・理解
（1） 実施内容：未来を担う子供達が日本の伝統文化を体感・理解するため、月1回、次の内容の研修を行います。
・日本の伝統的な礼儀作法を学び、美しい姿勢、お辞儀・挨拶の仕方、食事のマナーを体得する。
・茶道、華道、書道、折
（2） 紙等日本伝統文化を体験する
・体幹遊びを体験し、美しい姿勢を体得する
・日本の武道について学ぶ
・著名人からのメッセージを聞く
・トップアスリートの体験談を聞く
（２）対象者　　小学校１年生から３年生
（3） マナーキッズプロジェクト詳細スケジュール
平成29年11月 4日（土）オリエンテーション
平成29年12月16日（土）礼儀作法、裏千家茶道、体幹遊び、中村桂子氏講話
平成30年 1月20日（土）礼儀作法、池坊華道、書道、折紙
平成30年 2月17日（土）礼儀作法、裏千家茶道、体幹遊び、塚原光男氏、千恵子氏講話
平成30年 3月17日（土）礼儀作法、池坊華道、書道、川淵三郎氏講話
講師：礼法：鈴木万亀子小笠原流礼法総師範
　　　茶道：河原孝子（宗孝）茶道裏千家名誉師範
華道：山口眞利子（美松）華道家元池坊華道教授
書道：小川美年子（渓華）読売書法会理事、伊藤美佐子（桐花）毎日書道会会員
折紙：小宮はじめ一般社団法人日本折紙協会認定折紙講師
体幹：根本正雄根本わくわく体操教室代表
著名人から未来を担う子供達へのメッセージ：
川淵三郎公益財団法人日本サッカー協会最高顧問
中村桂子ＪＴ生命誌館館長
トップアスリートから未来を担う子供達へのメッセージ：
　　　塚原光男氏（オリンピック体操金メダリスト）
塚原千恵子氏（元オリンピック体操選手、指導者）
スポーツと礼儀で子供は変わる
■マナーキッズプロジェクトを構成する３本の柱について第１の柱は、「美しい姿勢、お辞儀・挨拶の仕方」を学ぶことです。勉強とスポーツを両立させる鍵は「美しい姿勢」にあります。美しい姿勢、水平な目線を維持すると、物事を正確に理解したり、身体をコントロールすることがしやすくなります。
第２の柱は、マナーキッズ体幹遊びです。美しい姿勢を保つためには体幹を鍛える必要があります。スポーツや体幹遊びを通じて、日本の伝統的な礼法を学びます。
第３の柱は、マナーキッズ調べです。園児、児童が身につけた言葉、お辞儀・挨拶、歩き方・姿勢、生活、社会規範など、その成果を明確化するために、親子でチェックを行います。
プロジェクトを実施した各地の小学校の報告では、「挨拶をする子が増えた」「子どもをプラス方向に変える力を持っている」「いじめを減らす効果が期待できそう」といった御意見が数多く寄せられています。これまでの結果で痛感することは、「子供は教えれば変わる――礼儀正しさのＤＮＡは残っている――」ということです。さらに、子供の変わる姿を見て、親、先生、地域が変わるという姿を描いております。
■「すみだの夢応援助成事業」にチャレンジした経緯
マナーキッズプロジェクトは、過去12回、累計47名のマナーキッズ大使をアメリカニューヨーク州フロストバレーのサマーキャンプ他に派遣しています。
マナーキッズ大使は墨田区総合体育館で開催される文部科学大臣杯マナーキッズ全国小学生団体戦において、試合結果、マナー、感想文、面接の結果、選出されます。全国を回っていますと、「文武両道の児童が少なくなってきた。スポーツする児童はスポーツばかり、勉強する児童は勉強ばかり、といったように両極端になってきている」という話をよく聞きます。そこで、マナーキッズ大使選考基準では、感想文やマナーの比重を高くして、文武両道を目指してほしいというメッセージを発信しております。
東京五輪は、日本及び日本人が本来持っているソフトレガシー（ソフトの遺産）を次世代に伝えるラストチャンスです。自国の文化について語ることが出来なければ、世界の人々から尊敬されません。自分自身の反省も含めて、未来を担う子供達が、小さい時から、日本の伝統的な礼儀作法、茶道、華道、折紙等を体感・理解して欲しいと思います。
すみだの夢応援助成事業を通じ、日本の伝統的な美しい姿勢、お辞儀・挨拶、日本の伝統文化を身に付けることにより、日本に対する自信と誇りを持った自己肯定感のある子供が育って欲しいと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
以上
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